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製作遊びの研修プログラムの提案
―「製作遊び−新聞紙を使って何をつくろう？」―
梶谷　恵子※・児子　千鶴子※・湯澤　美紀※・片平　朋世※
An Educational Program about Children’s Handiwork for Factors: 
“What Do You Make with Newspapers?”
Keiko Kajitani , Chizuko Nigo , Miki Yuzawa and Tomoyo Katahira
　This report presents a program for enhancing children’s expression focused on making 
things with papers, “What do you make with newspaper?” First, we described the 
background of this program in terms of how to sustain children’s imagination, expression, 
and creativity while making things with newspapers. Second, we reported the outline of 
the program which consists of four phases. Last, we summarized participants’ experiences 
at the program and reviewed the program. 
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Ⅰ　研修の背景
　本稿は，卒業生支援の一環として 2015
年度ノートルダム清心女子大学にて行った
3 時間の研修プログラム「製作遊び―新聞
紙を使って何をつくろう？」をもとに，新
聞紙遊びといった製作に関する理論的背景
を整理した後，同プログラムの提案を行い，
保育者としての専門性を高めるための研修
の充実に資する資料を提供することを目的
とする。
　子どもは，手から情報をあつめます
　子どもは，手を使って思考します
　子どもは，手で想いを表現します
　創造する人間を育てるために
　　　　　　　手の教育を大切にしよう　
　 西光寺　亨（『かみのぞうけい―想像力
を刺激する指導と実践』より）
　子どもの造形表現について教育界で広く
提言を行ってきた西光寺（1981）は，著書
の中で，人間がひととして手を有している
ことの意味を改めて問い直しながら，ひと
がよりよく生きていくための基本的な学び
の姿勢を，紙製作を題材に論じている。彼
は，ひとが本来もつ創造表現を幼児期から
支えるために，保育者が，子どもの豊かな
創造を引き出し，作る経験を拡大する支援
を行うことの必要性を説いている。それは，
子どもに対してきまった目標物の製作を強
いるのではなく，空き箱を手にした子ども
が，材料を足すうちに，カバより馬の感じ
になり，そして，小さな空き箱を背中に乗
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１）研修の意図
　子どもたちの目の前には，折りたたまれ
た新聞紙がただそこにある。保育者が新聞
紙を使った製作のアイデアを子どもたちに
伝えるだけで，子どもたちは自在に新聞紙
を使って表現をし始める。しかし，保育者
が，子どもたちの傍でただ見守るといった
ことだけでは，子どものより豊かな表現を
引き出すことには繋がらない。保育者は，
素材そのものの教材研究を行い，素材を
使った表現の可能性を学び，具体的なスキ
ルを習得していくこと，加えて，アイデア
とアイデアを繋いでいく発想も身につけ，
それを時に引き出しながら，子どもの表現
を支えていく必要がある。また，製作を一
つの活動として閉じたものとしてとらえる
のではなく，日々の生活・遊びへの連続性
を常に意識する視点も必要であろう。
　そこで，本プログラムでは，上記の点を
踏まえ，参加者が実際に遊びこむ活動を通
して，内なる子ども性を目覚めさせながら
子どもにとっての製作活動の意味を子ども
の視点から学ぶとともに，多様な活動を通
して子どもの製作を支援できる基礎的な技
術・技能を養い，保育者としての支援のあ
り方を省察する視点を得ることをねらいと
して活動を構成した。なお，第２筆者が研
修の実践者として，他の執筆者はプログラ
ムの立案・実践補助として携わった。
　実践者が本研修中に配慮した点として，
参加者が学びの主体者となるように，確か
な技術に視点が向くよう支援していきなが
らも，きっかけを与え，参加者自らから様々
な見立てを引き出していける配慮をした。
また，子どもの豊かな言葉の環境を意識し
ていくために，「破る」といった言葉のみで
多様な動きを表現するのではなく，「細く裂
く」「ちぎる」といった言葉を，新聞の紙目
を感じながら，具体的な行為を伴わせ意識
させていくことで，製作の際の言葉の大切
せてみて「あっ，ラクダになった」といっ
て満足するように，子どもの想像や見立て
を，保育者が丁寧に読み取りながら，多様
な体験を促していくこと，そのことが，豊
かな想像力を引き出すと述べる。
　西光寺は，さらに子どもの豊かな発想を
刺激する３つの視点として，想像の視点，
技術の視点，伝達の視点を提案している。
つまり，保育者自身，子どもの見立てや想
像力を読み取る力を身につけ，製作を支え
るための多様な技術を習得し，製作したも
のを伝えあう場の創造を促してくことが求
められる。
　こうした考え方は，幼稚園教育要領の「表
現」領域にとどまらず，表現する「言葉」，
表現を共有する「人間関係」，子どもの表
現を豊かにするための「環境」など，領域
横断的に製作遊びを捉えるものであり，本
稿で提案する紙製作を中心とした研修のね
らいもそこにある。
　ただし，本研修では，紙製作の中でも特
に新聞に題材を絞って研修内容を構成し
た。これは，新聞紙が子どもたちにとって
身近であることに加え，多様な表現を可能
にする新聞紙の性質を参加者が遊びを通し
て学ぶことで，題材そのものの本質を理解
するといった教材研究の重要性も加えて伝
える意図もあったからである。
　以下，本研修の目指すねらいをまとめた
後，本研修で題材にした新聞紙が，子ども
の遊びを中心とした題材として相応しい理
由を説明する。また，研修中の実践者の言
葉がけには，実践者がこれまで子どもとの
関わりの中で培ってきたいくつもの信念が
織り込まれていた。そこで，最後に，実践
者の製作活動の支援に関する信念に寄与し
た２つのエピソードに関し，実践者自身の
語りを紹介し，研修のベースにある実践者
の視点を確認する。
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製作物は子どもの生活や多様な遊びの文脈
の中で活かされる。園で望遠鏡を作った場
合には，遠足等の園外保育にその望遠鏡を
持っていき探検遊びに繋げていける。また，
ボールを作った場合には，製作遊びから運
動遊びへの広がりも生み出す。
豊かな表現
　可塑性に富む新聞紙を操作するうちに思
いもよらない形状のものができたり，ち
ぎった際などに生み出される偶然の形状が
子どもたちの見立てを促し，さらなる想像
力の発展に繋がっていく。
３）実践者の視点
　実践者は，新聞紙の素材の性質が子ども
の豊かな表現力を引き出すことに着目し，
保育実践の中で何度も取り込んできた。実
践を通して，子どもがいったん新聞紙を使っ
て表現を始めると，表現したいアイデアが
次々と湧いてきて，工夫すれば工夫しただ
け，子どもの思いに近づく物が生み出され
ていくダイナミクスを実感してきた。そう
してできた製作物について，子どもたちは，
優劣を競い合うのではなく，豊かな表現力
を認め合い，また自らのアイデアとして取
り込んでいった。つまり，子どもたちは製
作を共有しながら繋がっていった。また，
子どもたちは心を込めて作ったものを，宝
物のように持ち歩く。物を大切にする心を
言葉で伝えるのではなく，心を込めて表現
することで物を大切にする心がおのずと育
ち，片づけも，心のこもったものになるこ
とを，子どもたちの実践の中で学んできた。
そうした実践は，研修中の参加者の製作を
励ます時の言葉がけにも繋がっていた。そ
うした実践者の保育観を生み出した数々の
エピソードの中でも，以下の２つは，新聞
紙をテーマとしたものである。今一度，新
聞紙を使った活動の可能性を，改めて保育
実践の語りから確認する。
さに参加者が気づけるように心がけた。
２）新聞紙の性質
身近な存在
　新聞紙は生活の中に存在する。再生紙で
あるという点から安価であり，また，使用
後は，廃材となる。古紙ではあるが，比較
的清潔に保たれており，子どもが遊びとし
て活用する際，身近にある廃材として親し
み，素材としても安心である。また，生活
の知恵として，大人が新聞紙を水にぬらし
床に置き掃く，窓ガラスを拭く，新聞紙で
お芋もつつみ，箱に作り替えるといった様
子を観察しながら，子どもは生活の中で再
利用される新聞紙の姿を目に留めている。
様々な想像力を引き出す可塑性
　ちぎる，さく，破る，切る，ねじる，丸める，
たたむといった素材としての可塑性がある。
そのため，素材そのものを感じる手立てが
豊かにある。加えて，折るや丸めるといっ
た行為を通して，新聞紙を平面のものから
立体のモノへ変化させることができる。
扱いやすい素材
　紙の薄さ，柔らかさ，水の吸水力など素
材として柔軟性に優れている。テープ等で
くっつきやすく，一枚の紙を繋げて大きな
題材を製作することも可能であり，小さく
ちぎって細かなものを表現することも可能
である。表現しようとする場合，アイデア
の広がりと工夫の余地が大きく，また，そ
れぞれの操作は，子どもにとっても容易で
あり，素材として扱いやすい。したがって，
活動の先に成功感を生み出しやすく（失敗
感を生じさせにくい），表現されるものが
自在であるために，上手・下手といった価
値を見ている者に抱かせにくい。
遊びの創造
　新聞紙によって表現されるものは多様で
あり，自在に子どもたちは自分たちが欲し
いものをすぐに作り出せる。作り出された
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の子の言葉が引き戻してくれました。つぼ
みに，シュッと香水を吹きかけると，ケイ
タくんはそれを持ってうっとりと眺めてい
ました。
「自慢の飛行機」
　５歳のある男の子，タカシくん（仮名）
は衝動性があり，ついつい友達を噛んでし
まうことがありました。次第にクラスの中
で「あの子は…？」といった思いが芽生え
つつあったのを私は感じていました。その
時期，タカシくんは，新聞紙を硬く巻くコ
ツを得て，自由遊びの時間は，何本も何本
も棒を作っていました。一方，タカシくん
が折った紙飛行機のお店やさんは年少組の
子どもたちに大人気でした。ある朝，タカ
シくんは，新聞紙を巻いた棒の先に飛行機
をつけて幼稚園に登園してきました。そし
て，飛行機のついた棒を両手に束のように
抱えて，年少クラスに行きました。まだ，
うまく新聞紙を巻けない年少組さんは，そ
の棒の細さに目をみはって驚きました。そ
の上，飛行機がその先についていると，自
在に操れることがわかり，皆大喜びで，「お
兄ちゃん，ありがとう！」の声が響きわた
りました。しばらく，タカシくんと年少組
さんの交流は続きました。
　運動会の練習の日です。リレーで年長組
さんが走り，年少組さんが応援しています。
タカシくんの番になったその時，年少組さ
んから「お兄ちゃん，がんばれ！お兄ちゃ
ん，がんばれ！」と大合唱が起こりまし
た。その大合唱を聞いた年長組の子どもた
ちは，「タカシくん，すごい！」と思うよ
うになりました。一本の棒が，タカシくん
と年少組さんとの交流を生み出し，タカシ
くんに自信をもたらしました。そして，ク
ラスの一人ひとりが，互いの持ち味を認め
る集団へと成長していくきっかけとなりま
した。
「花を作ろう」
　５歳児クラスの子どもたちは，五感を通
して春の植物に親しんでいました。そこ
で，私は教材研究を重ね，新聞紙で花を作
る活動を考えました。まず新聞紙を横に折
りたたみます。輪側にハサミで 0.5 ミリ間
隔に切り込みを入れます。茎に見立てた別
の新聞紙に巻き付け広げるとふんわりと子
どもの両手ほどの花ができます。最後に花
の香りの香水をシュッとかけるとまるで本
物のようです。切り込みを入れるところに
難しさがありますが，ほとんどの子どもは
次々と仕上げていきます。作品ができたら
私の前に並びます。香りが加わると，子ど
もたちの目が輝きます。そして，すぐに自
分たちの花を見せ合い，友達と会話を弾ま
せ始めます。
　クラスの中に，はさみの使い方に苦手意
識をもつ男の子，ケイタくん（仮名）がい
ました。私はケイタくんにも分りやすいよ
うに説明をし，ケイタくんの製作を見守っ
ていました。再びケイタくんに視線を戻し
た時，彼は手の中に包みこむように小さな
花を持っていました。切り込みが浅かった
ようです。私は，正直なところ，ケイタく
んに対して，「うまくできなかったのだ」と
思わず，評価めいた思いを抱きました。し
かし，次の瞬間，ケイタくんの隣に座って
いた女の子が，「うぁ〜，ケイタくんすごー
い！つぼみをつくったんだね〜！」と笑顔
でそれを眺めていました。ケイタくんは，
最初は戸惑っていたのですが，その言葉を
聞いた途端，なんだか急にうれしい気持ち
になった様子で，私に，「できた！」といっ
て，笑顔でそれを差
し出しました。一瞬
の出来事でしたが，
保育者の思いが前に
押し出されそうに
なっていたのを，女
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とから派生する様々な技法を用いて変容さ
せ，そこから見立てを促した。局面３では，
子どもが遊びの中で，どのようなバッグが
欲しいか想像しながら，自由に参加者が製
作し，製作のプロセスや思いを伝え合うよ
う促した。局面４では，実践者を中心とし
た教員が，模擬保育を行い，遠足をテーマ
としたイメージ遊びの中で，新聞紙の素材
を活かした活動を紹介した。加えて，製作
から運動遊びへの展開例も紹介し，保育の
中での新聞紙の活用の可能性を提案した。
以下，活動ごとに，概要をまとめる。
　実践者は，保育者として子どもの視点に
立つことの重要さ，そして，製作遊びの広
がりの可能性といった子どもたちからの学
びを胸に，研修中，保育の中での子どもの
製作の意味を伝えていった。
Ⅱ　提　　案
　プログラムは，４つの局面から構成され
ている。局面１は，新聞紙という素材を「破
る」ことから派生する様々な技法を用いて
変容させ，そこから見立てを促した。局面
２では，新聞紙という素材を「丸める」こ
表１【局面１：テーマ】やぶって，ちぎって，さいてなにできる？
【ねらい】　技法の違いを理解しよう
【概　要】　「やぶる」といった動作から生み出された新聞紙の形状から見立てあそびを行
う。次に，「ちぎる」「さく」といった動作を通して，多様な表現を促し，また，保育場面
での活用を紹介する。最後に，風船づくりを提案し，自然に片づけへと意識が繋がってい
くよう，ストーリー性をもたせて伝えた。
具体的活動 実践者の配慮事項
○やぶる
・身体全体を使ってダイナミックにやぶる
・ 偶然できた形で見立てあそび
　（例）おばけ，さかな，はな，かおなど
　（例）こいのぼり
・ 手先だけでなく，身体全体を使ってダイナ
ミックにやぶる経験を通して解放感を味わ
わせる。
・ 見立て遊びでは，子どものイメー ジしたもの
が実現化できるように，保育者としてその手
立てや，準備物などを自ら考えることができ
るようにする。またそれが子どもの満足感や
自信にもつながっていくことを伝える。
・ 「やぶる」活動を通して，紙目など紙の性
質に気づかせていく。
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○さく
　（例）雨
　（例）うさぎのトイレシ トー
○ちぎる
・ やぶいた紙をさらに細かくちぎる
　（例）雪
○片づける
・ ちぎった紙を集め，ナイロン袋に入れて風
船をつくる。
・ 「さく」は，「やぶる」とはちがって紙目の
性質を生かしながら，目的を持って行う
行為であることを意識するよう促す。
・ 遊び体験を生かした事例（新聞紙をさき，
うさぎのトイレシ トーとして活用）を伝える
ことで生きた活動となり得る気づきを促す。
・ 自分の意思通りに「ちぎる」ために，指先
を使う経験の大切さを伝える。
・ 遊んだあとの廃材も，再利用できるアイディ
アをもつことの大切さを伝える。
・ 活動のまとめとして風船づくりを例にあげ，
単なる「片づけ」ではなく「遊び」として
提案できることを知らせる。
表２【局面２：テーマ】まいて，まるめて，つつんでなにつくろう？
【ねらい】　技法の違いを理解しよう
【概　要】　子どもの「巻く」技術の習得段階によって，さまざまな遊びにつなげるこ
とができることを知らせる。また，「丸める」「包む」などの活動を通しても，その際
の保育者の豊かな発想力や柔軟な思考力の重要性について，製作を通して伝えた。
具体的活動 実践者の配慮事項
○巻く
（例） ステッキ，大きな木，玉入れのポール，
バトン，太鼓のバチ，リボンをつけて
新体操のスティックなど
・巻いたものを輪にする
（例） 犬の首輪，ベルト，虫取り網，輪投げ
の輪
・巻いたものを折る
（例） 三角，四角
・巻いたものを編む
（例） かご
・ 紙目を生かすとうまく巻くことができるな
ど，経験を通して素材の特徴に気づくこと
ができるようにする。
・ 個人差のあるものを，どう次の遊びに生
かすかといったアイディアをたくさん持って
おくことの大切さを知らせる。
・ 子どもにできるだけ失敗感を味わわせな
いように，作ったものが壁面づくりなどに
生かされる喜びを感じさせることで，それ
が次の意欲にもつながり技術も向上してい
くことを知らせる。
・ 実物を見せたり，保育実践の具体例を伝
えたりして，作成のイメージがつかみやす
いようにする。
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○丸める，包む , 折る，ねじる，もむ等
（例） オタマジャクシ，てるてる坊主，コップ，
帽子，服等
○片づける
・ 使い残しの紙を集めて丸める，包むなど
して，ヨーヨーをつくる
・ 生かし方のバリエーションを知らせ，多様
な利用価値に気づき，応用力が身に付くよ
うにする。
・ さまざまな技術を駆使した事例を伝えるこ
とで，活動の中に含まれている保育者の
ねらいに気づくことができるようにする。
・ 活動のまとめとしてヨーヨーづくりを例に
あげ，単なる「片づけ」ではなく「遊び」
として提案できることを知らせる。
表３【局面３：テーマ】おでかけバッグ作り
【ねらい】　マイバッグを作りにさまざまな技法を生かす
【概　要】　前半で学んだ技法を生かしながら，マイバッグを製作させ，出来上がった
作品を発表し合う。発表の場では，工夫した点等を披露し合い，学びを深めていった。
具体的活動 実践者の配慮事項
○マイバッグの構想を練る
○技法を生かして，作製する
○披露し合う
・ 後で発表の場があることを伝え，意識し
て技法を生かすことができるようにする。
・ 学んだ技法をうまく活用している参加者に
は声をかけ，自信をもって取り組めるよう
にする。
・ 人前で工夫点について説明することで，改
めて技法の生かし方に気付くことができる
ようにする。
・ 同じ技法でも工夫次第で，新たな可能性が
広がることに気付くように，補足説明を加え
たり，具体的に話すように助言したりする。
・ 経験後に，子どもとの実践例を話し，保
育の展開の仕方等を具体的にイメージし
やすいようにする。
・ 保育現場においても，互いに認め合うこ
とは重要であるということも伝える。
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表４【局面４：テーマ】模擬保育「新聞紙一枚を利用して遠足に出かけよう！」
【ねらい】　一枚の新聞紙を活用した表現遊びの楽しさを味わう
【概　要】　先生役の実践者が登場し，教員が子ども役になり，一枚の新聞紙をつかっ
たイメージ遊びの紹介を行った。
具体的活動
（主なストーリー）　子どもたちは一枚ずつ新聞紙を手に持っている。先生は，「明日
は遠足だね。今日はみんなで遠足にでかけよう」と提案する。まずは新聞紙で望遠鏡
を作り，イメージの中の野原を探検をする。しばらく様子をうかがい，探検をしっか
り楽しんだ後に，おなかがすいたので新聞紙を畳んでマットにし，休むことにした。
すると，急に大雨が降ってくる。「大変だー！」そういって子どもたちは新聞紙をか
っぱにし，幼稚園に戻ってくる。安心して，新聞紙を丸めておにぎりにして食べる。
最後は，大きな一枚の袋に子ども全員分の新聞紙を入れ，大きなテルテル坊主を作っ
て，明日の天気が晴れになりますようにと祈って，明日の遠足に思いを繋げていく。
　模擬保育を終え，新聞紙を使って，ボー
ル，バッド，グローブを作り，運動遊びが
できることの紹介を加え，本研修のねらい
を改めて伝え研修を終了した。
　Ⅲ　まとめと今後の課題
　本稿では，新聞紙を題材とした製作遊び
に関する研修を通して，参加者が，子ども
の視点を通して多様な体験をすると同時
に，子どもの製作を支えることができる基
礎的な技術・技能を養い，保育者としての
支援のあり方を省察する視点を得ることを
ねらいとして構成した。
　参加者のアンケートでは，「新聞紙１つ
で，いろいろな遊びに展開することができ
るということが分かり，とても勉強になり
ました」「（新聞紙で作る）カバン１つにし
ても，人それぞれに作り方があって，見て
いてとても楽しかったし，自分自身作るこ
ともたのしかったです」「偶然できた形で，
これは何だろう？と考えることが面白く，
想像も広がり，一人一人の宝物ができると
思いました。」といった感想が得られ，本
研修のねらいはある程度達成できたと言
える。
　しかしながら，新聞紙そのものを通した
活動は，多様であり，実際の子どもの遊び
場面への汎用も広い。また，新聞紙を用い
た製作活動を通して，子どもの創造を支え
る手立ても多くある。また，今回は，新聞
紙という素材への気づきに研修の多くの時
間を配分したため，保育の場で繰り広げら
れる製作を通した保育の物語について，十
分な時間を割くことができなかった。今後，
新聞紙を題材とした研修を保育の観点から
さらに展開させていきたい。
　静的な遊びと動的な遊び，個人の遊びと
集団の遊び，手を使った遊びと身体を使っ
た遊び，個人の成長とクラスの成長といっ
た振幅を視野に入れながら，一つの素材か
ら，子どもの豊かな遊びを引き出せる保育
者の育成が求められる。最後に，西光寺
（1981）の言葉を最後に引用し，筆者らの
引き続きの課題としたい。
　教師は子どもに教える教師から，子ども
に期待する教師に変身することです。そし
て，あせらず子どもの活動を見守り，子ど
もを知ることこそ大切なのです。
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